
   AF－PSNをデジタル処理。　ＰＳＮタイプＳＳＢジェネレーター

　　　「EasyPSN　SV」出力周波数関係の説明　　ＣＹＴＥＣ　２０１９　

　「ＥａｓｙＰＳＮ　ＳＶ」の、出力周波数について、説明します。

１）一般的な、ＰＳＮ送信機のＵＳＢ／ＬＳＢの発生状態。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ＰＳＮ送信機で、局発周波数を、９ＭＨｚにした場合の　　　　
　ＵＳＢ／ＬＳＢの各サイドバンドの周波数関係は、左図　　　
　の様になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この場合、ＵＳＢ／ＬＳＢの音声帯域中心は、それぞれ　　　
　センタ－周波数から約１．５ＫＨｚほどずれることが分か
　ります。

２）９ＭＨｚの受信機のフィルタ－を重ねてみます。

　次に、先ほどの図形に９ＭＨｚをＩＦ周波数とした受信機の
　フィルタ－を重ねてみます。
　受信機で、ＵＳＢ／ＬＳＢを受信する際の、ＢＦＯ周波数も
　受信モ－ドに合わせて、記入してみます。

　この図から、ＰＳＮ送信機の局発周波数を、受信機のＩＦ周
　波数と同じ周波数にすると、送受信の際周波数が、ずれる
　ことが　分かります。
　これでは、トランシ－バ－の様に一つのＶＦＯで、送受信を
　操作する様な場合、周波数がずれてしまい、大変使いにく
　い物になります。

３）「ＥａｓｙＰＳＮ　ＳＶ」では、どのように対処しているか

　「ＥａｓｙＰＳＮ　ＳＶ」ジェネレ－タ－」では、
　トランシ－ブ動作に対して、次のように対処
　しています。

　１）ジェネレ－タ－の局発周波数に、受信機
　　　の様に、２波用意します。（USB／LSB）
　２）ジェネレ－タ－のモ－ド切り替え時、発振
　　　周波数を選択して、受信機のＩＦ周波数位
　　　置で、ＵＳＢ／ＬＳＢが出力するようにして
　　　います。

　注：この方式の場合、キャリアを出す際、使
　　　用しているモ－ドにより、キャリア周波数
　　　が変わります。（図で、ＢＦＯ周波数位置）

　センタ－周波数から、１．５ＫＨｚオフセットし
　ていますが、トランシ－ブ操作の場合、多少
　送受信周波数に、ずれが生じます。受信機
　のＲＩＴなどで、対処してください。
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